
(57)【要約】

【課題】　遮光膜の領域の光が利用できて、バックライ

トからの光の利用効率が向上して表示輝度を向上させる

液晶表示装置を提供する。

【解決手段】表示側から見て順に、表示側偏光板１０６

、内面に透明電極を設けた一方及び他方の透明基板１０

２、１０３間に液晶層１０４を介装した液晶セル１０５

、偏光板１０７、反射偏光板１２０及びバックライト１

２１を備えており、一方の透明基板１０２は、その液晶

層１０４側の面に、画素領域と、これら各画素領域を画

するようにして形成される遮光膜１１１と、この遮光膜

１１１の開口部１１３に形成されたカラーフィルタＣＦ

と、遮光膜１１１の領域に入射する光を反射偏光板１２

０側に反射させる光反射手段としての反射膜１１４を有

している。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 側 か ら 見 て 順 に 、 表 示 側 偏 光 板 、 内 面 に 透 明 電 極 を 設 け た 一 方 及 び 他 方 の 透 明 基 板
間 に 液 晶 層 を 介 装 し た 液 晶 セ ル 、 偏 光 板 、 反 射 偏 光 板 及 び バ ッ ク ラ イ ト を 備 え た 液 晶 表 示
装 置 で あ っ て 、
前 記 一 方 の 透 明 基 板 は 、 そ の 液 晶 層 側 の 面 に 、 画 素 領 域 と 、 こ れ ら 各 画 素 領 域 を 画 す る よ
う に し て 形 成 さ れ る 遮 光 膜 と 、 こ の 遮 光 膜 の 開 口 部 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 前 記
遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 前 記 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る 光 反 射 手 段 と を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 は 、 前 記 一 方 の 透 明 基 板 と 前 記 遮 光 膜 と の
間 に 配 置 し て あ っ て 、 前 記 遮 光 膜 に 重 ね 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 は 、 前 記 一 方 の 透 明 基 板 を 挟 ん だ 前 記 遮 光
膜 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 し て あ っ て 、 互 い に 重 ね 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 遮 光 膜 と 前 記 反 射 膜 と が ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ３ に い ず れ か の 一 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 遮 光 膜 は 、 各 画 素 領 域 を 画 す る よ う に し て 形 成 さ れ た 格 子 状 の 画 素 間 遮 光 膜 と 、 多
数 の 前 記 画 素 間 遮 光 膜 の 周 辺 を 形 成 す る 周 辺 遮 光 膜 と の 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 反 射 膜 は 、 前 記 画 素 間 遮 光 膜 に 対 応 す る 格 子 状 の 画 素 間 反 射 膜 と 、 前 記 周 辺 遮 光 膜
に 対 応 す る 周 辺 反 射 膜 と の 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト は 、 光 源 か ら の 光 を 前 記 反 射 偏 光 板 側 に 出 射 す る 導 光 板 と 、 そ の 光 出
射 面 と は 反 対 側 の 背 面 に 反 射 層 を 備 え て お り 、 入 射 光 の 偏 光 状 態 を ほ ぼ 維 持 す る よ う に 微
反 射 す る 機 能 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ に い ず れ か の 一 に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ノ ー ト 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 携 帯 型 ゲ ー ム 機 、 電 子 手 帳 、 携 帯 電 話 な
ど の 種 々 の 電 子 機 器 の 表 示 部 と し て 用 い ら れ る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の Ｓ Ｔ Ｎ 方 式 透 過 型 カ ラ ー 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 を 示 し て い て 、 こ の 液 晶 表
示 装 置 は 、 パ ネ ル ２ ０ １ と 、 バ ッ ク ラ イ ト ２ １ ０ と に よ っ て 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ ０ １ は 、 互 い に 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の 透 明 基 板 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ３ で 液 晶 層 ２
０ ４ を 挟 持 し て な る 液 晶 セ ル ２ ０ ５ と 、 そ の 表 示 側 Ａ に 配 置 し た 表 示 側 偏 光 板 ２ ０ ６ 及 び
ね じ れ 位 相 差 板 ２ ０ ７ と 、 そ の 反 対 側 に 配 置 し た 偏 光 板 ２ ０ ８ と を 有 し て い る 。 液 晶 層 ２
０ ４ に お け る 液 晶 分 子 は 、 ね じ れ 角 が １ ８ ０ 度 ～ ２ ７ ０ 度 と な る よ う に ね じ れ ネ マ チ ッ ク
配 向 さ せ た Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク ） 液 晶 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 の 透 明 基 板 ２ ０ ２ の 液 晶 層 ２ ０ ４ 側 の 面 に は 、 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ） ２ ０
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９ と カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ が 積 層 し て あ り 、 遮 光 膜 ２ ０ ９ は 、 各 画 素 領 域 を 、 隣 接 す る 他 の
画 素 領 域 と 画 す る 画 素 間 遮 光 膜 と 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜 の 周 辺 部 の 周 辺 遮 光 膜 （ 図 示 せ
ず ） と を 有 し て い る 。 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 は 、 黒 色 の 顔 料 が 含 有 さ れ た 樹 脂 材 か
ら 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ５ に お い て 、 光 源 ２ １ １ か ら 出 射 さ れ て 導 光
板 に 入 射 し た 光 は 、 こ の 導 光 板 ２ １ ０ の 端 部 か ら 内 部 に 導 入 さ れ る 。 導 光 板 ２ １ ０ 内 に 導
入 さ れ た 光 は 、 光 出 射 面 ２ １ ０ ａ と 背 面 ２ １ ０ ｂ で 内 部 反 射 を 繰 り 返 し つ つ 末 端 側 へ 伝 播
し て い く 。 こ の 内 部 伝 播 の 過 程 で 光 出 射 面 ２ １ ０ ａ か ら 徐 々 に 光 束 ｂ １ が 出 射 さ れ て 偏 光
板 ２ ０ ８ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 偏 光 板 ２ ０ ８ を 透 過 し た 光 束 ｂ ２ は 、 さ ら に 液 晶 セ ル ２ ０ ５ 内 に 形 成 し た カ ラ ー フ ィ ル
タ Ｃ Ｆ 及 び 液 晶 層 ２ ０ ４ を 透 過 す る 。 液 晶 セ ル ２ ０ ５ は 白 表 示 に 設 定 し て あ る こ と か ら 、
光 束 ｂ ２ は そ の ま ま 液 晶 セ ル ２ ０ ５ を 透 過 し 、 ね じ れ 位 相 差 板 ２ ０ ７ 、 偏 光 板 ２ ０ ６ を 透
過 し て 表 示 側 Ａ に 出 射 す る 。 こ の と き に 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ １ の 液 晶 を 電 圧 制 御 す る こ と に
よ り 光 束 ｂ ２ を 制 御 し て 画 像 表 示 が 可 能 に な る 。 ま た 、 偏 光 板 ２ ０ ８ を 透 過 し 透 明 基 板 ２
０ ２ を 経 て 遮 光 膜 ２ ０ ９ の 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 に 至 っ た 光 束 ｂ ３ は 、 こ れ ら の 画
素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 で 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 と し て 特 許 文 献 １ で 述 べ ら れ て い る の は 、 他 の 透 明 基 板 と の
間 で 液 晶 を 挟 持 す る た め の 一 方 の 透 明 基 板 と 、 こ の 一 方 の 透 明 基 板 上 に 設 け ら れ て 光 を 反
射 さ せ る 反 射 層 で あ っ て 光 を 透 過 さ せ る 透 光 部 が 設 け ら れ た 反 射 層 と 透 明 基 板 上 に 設 け ら
れ 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 に 対 応 す る 波 長 の 光 を 透 過 さ せ る 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ と を 備 え 、
赤 色 、 緑 色 ま た は 青 色 の い ず れ か に 着 色 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ の 各 々 は 、 反 射 層 の 透 光 部
に 重 な る 濃 色 部 と 、 当 該 濃 色 部 よ り も 光 学 濃 度 が 高 い 淡 色 部 と を 有 し て い て 、 各 画 素 の 間
隙 を 遮 光 す る た め の 遮 光 層 が 、 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 濃 色 部 と 、 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ
の 濃 色 部 と 、 緑 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 濃 色 部 と を 積 層 し て 構 成 し た も の が 備 え ら れ て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ６ ０ ４ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た よ う に 、 図 ５ に 示 す 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に あ っ て は 、 バ ッ ク ラ
イ ト ２ １ ０ の 光 出 射 面 ２ １ ０ ａ を 出 射 し た 出 射 光 う ち の 一 部 の 光 束 ｂ １ は 、 偏 光 板 ２ ０ ８
を 透 過 し て 光 束 ｂ ３ と な り 、 こ の 光 束 ｂ ３ は 透 明 基 板 ２ ０ ２ を 経 て 、 遮 光 膜 ２ ０ ９ の 画 素
間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 に 至 り 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 で 吸 収 さ れ る た め
に 、 こ の 遮 光 膜 ２ ０ ９ の 領 域 （ 表 示 領 域 の 数 十 ％ ） の 光 が 利 用 さ れ て お ら ず 、 バ ッ ク ラ イ
ト ２ １ ０ か ら の 光 の 利 用 効 率 が 悪 く 、 表 示 画 像 が 暗 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 開 示 技 術 に あ っ て は 、 各 画 素 の 間 隙 を 遮 光 す る た め の 遮 光 層 が 、 青
色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 濃 色 部 と 、 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 濃 色 部 と 、 緑 色 の カ ラ ー フ ィ ル
タ の 濃 色 部 と を 積 層 し て 構 成 し た も の で あ り 、 バ ッ ク ラ イ ト 方 の 光 が 遮 光 層 で 吸 収 さ れ る
た め に 、 こ の 遮 光 層 の 領 域 （ 表 示 領 域 の 数 十 ％ ） の 光 が 利 用 さ れ て お ら ず 、 バ ッ ク ラ イ ト
か ら の 光 の 利 用 効 率 が 悪 く 、 表 示 画 像 が 暗 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 遮 光 膜 の 領 域
（ 表 示 領 域 の 数 十 ％ ） の 光 が 利 用 で き て 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 の 利 用 効 率 が 向 上 し て 表
示 輝 度 を 向 上 さ せ る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 表 示 側 か ら 見 て 順 に 、 表
示 側 偏 光 板 、 内 面 に 透 明 電 極 を 設 け た 一 方 及 び 他 方 の 透 明 基 板 間 に 液 晶 層 を 介 装 し た 液 晶
セ ル 、 偏 光 板 、 反 射 偏 光 板 及 び バ ッ ク ラ イ ト を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 一 方 の 透 明
基 板 は 、 そ の 液 晶 層 側 の 面 に 、 画 素 領 域 と 、 こ れ ら 各 画 素 領 域 を 画 す る よ う に し て 形 成 さ
れ る 遮 光 膜 と 、 こ の 遮 光 膜 の 開 口 部 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射
す る 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る 光 反 射 手 段 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 反 射 偏 光 板 を 透 過 し た 直 線 偏 光 成 分 の 光 は 、 偏 光 板 を 透 過 し 透 明 基
板 を 経 て 遮 光 膜 に 至 る が 、 こ の 遮 光 膜 の 裏 側 に は 光 反 射 手 段 が 設 け て あ る た め に 、 光 反 射
手 段 に よ り 反 射 さ れ 、 こ れ ら の 反 射 光 は 、 透 明 基 板 、 偏 光 板 及 び 反 射 偏 光 板 を 、 こ の 順 序
に 透 過 し て 、 再 び バ ッ ク ラ イ ト に 戻 る 。 そ し て 、 こ の 反 射 光 は 、 導 光 板 の 光 出 射 面 、 及 び
導 光 板 背 面 で 反 射 し 、 そ の 偏 光 状 態 が わ ず か に 変 化 し た 光 と な っ て バ ッ ク ラ イ ト か ら 再 出
射 し 、 一 部 は 反 射 偏 光 板 を 透 過 す る 。 し か し 、 反 射 偏 光 板 を 透 過 で き な か っ た 光 は 、 再 度
、 反 射 し て バ ッ ク ラ イ ト に 戻 り 、 ま た 偏 光 状 態 が 僅 か に 変 化 し て 、 再 度 反 射 偏 光 板 に 入 射
し 、 こ れ を 何 回 も 繰 り 返 す り 、 い わ ゆ る リ サ イ ク ル 効 果 に よ り 、 ほ と ん ど の 光 が 反 射 偏 光
板 を 透 過 し 、 液 晶 パ ネ ル へ 供 給 さ れ 、 表 示 光 に 有 効 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 過 程 の 繰 り 返 し に よ り 、 反 射 偏 光 板 を 透 過 す る 光 の 量 は 再 利 用 で 増 加 し 、 ま
た 、 今 ま で 、 遮 光 膜 で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の
内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 特
に 、 小 型 で 高 密 度 表 示 の 携 帯 電 話 用 液 晶 表 示 装 置 で は 、 遮 光 膜 の 領 域 が 、 画 面 全 体 の ３ ０
％ か ら ４ ０ ％ に も な る た め 、 こ の 効 果 は 大 き い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 遮 光 膜 と は 、 例 え ば 、 各 画 素 領 域 を 画 す る よ う に し て 形 成 さ れ た 格 子 状 の 画 素
間 遮 光 膜 と 、 複 数 の 画 素 が 配 設 さ れ た 領 域 の 周 辺 を 形 成 す る 周 辺 遮 光 膜 と が 該 当 す る 。 ま
た 、 光 反 射 手 段 と は 、 例 え ば 、 各 画 素 領 域 を 画 す る よ う に し て 形 成 さ れ た 格 子 状 の 画 素 間
反 射 膜 と 、 複 数 の 画 素 が 配 設 さ れ た 領 域 の 周 辺 を 形 成 す る 周 辺 反 射 膜 と が 該 当 す る 。 ま た
、 液 晶 層 が 、 ね じ れ ネ マ チ ッ ク 配 向 さ せ た 液 晶 か ら 構 成 し て あ る 場 合 に は 、 表 示 側 偏 光 板
と 液 晶 セ ル と の 間 に 光 学 補 償 素 子 と し て の 位 相 差 板 や ね じ れ 位 相 差 板 や が 介 装 さ れ る し 、
液 晶 層 が 、 ツ イ ス ト 角 が ９ ０ 度 前 後 の Ｔ Ｎ 液 晶 素 子 か ら 構 成 し て あ る 場 合 に は 、 光 学 補 償
素 子 が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 光
反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 は 、 一 方 の 透 明 基 板 と 遮 光 膜 と の 間 に 配 置 し て あ っ
て 、 遮 光 膜 に 重 ね 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 反 射 膜 で 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 光
反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 は 、 一 方 の 透 明 基 板 を 挟 ん だ 遮 光 膜 に 対 応 す る 位 置
に 配 置 し て あ っ て 、 互 い に 重 ね 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 反 射 膜 で 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 遮
光 膜 と 反 射 膜 と が ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 遮 光 膜 と 反 射 膜 と が ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ る た め に 、 遮 光 膜 の 領 域 に
入 射 す る 光 を 確 実 に 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と が で き て 、 今 ま で 、 遮 光 膜 の 遮 光 膜 で
吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の 内 損 失 と な る 光 が 大 幅
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に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 遮 光
膜 は 、 各 画 素 領 域 を 画 す る よ う に し て 形 成 さ れ た 格 子 状 の 画 素 間 遮 光 膜 と 、 多 数 の 画 素 間
遮 光 膜 の 周 辺 を 形 成 す る 周 辺 遮 光 膜 と の 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 画 素 間 遮 光 膜 と 周 辺 遮 光 膜 と の 少 な く と も 一 つ に 反 射 膜 を 重 ね 合 わ
せ て 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と で 、 今 ま で 、 遮 光 膜 の 画
素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め
に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 反
射 膜 は 、 画 素 間 遮 光 膜 に 対 応 す る 格 子 状 の 画 素 間 反 射 膜 と 、 周 辺 遮 光 膜 に 対 応 す る 周 辺 反
射 膜 と の 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 画 素 間 遮 光 膜 に 対 し て は 画 素 間 反 射 膜 を 、 周 辺 遮 光 膜 に 対 し て は 周
辺 反 射 膜 の 少 な く と も 一 つ に 対 応 さ せ て 、 画 素 間 反 射 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ
の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と で 、 今 ま で 、 遮 光 膜 の 画 素 間 遮 光 膜
及 び 周 辺 遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク
ラ イ ト の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 バ
ッ ク ラ イ ト は 、 光 源 か ら の 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 出 射 す る 導 光 板 と 、 こ の 導 光 板 の 光 出 射 面
と は 反 対 側 の 背 面 に 反 射 層 を 備 え て お り 、 入 射 光 の 偏 光 状 態 を ほ ぼ 維 持 す る よ う に 微 反 射
す る 機 能 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 外 部 か ら 入 射 し た 光 は 、 表 示 側 偏 光 板 や 液 晶 セ ル と 偏 光 板 と 反 射 偏
光 板 を 透 過 し 、 　 導 光 板 を 通 り 反 射 層 で 反 射 し て 導 光 板 か ら 出 射 し 、 バ ッ ク ラ イ ト を 点 灯
し な く て も 、 反 射 表 示 が 可 能 と な る 。 そ し て 、 バ ッ ク ラ イ ト 点 灯 時 に は 、 光 源 の 光 を 有 効
に 利 用 で き 、 さ ら に 明 る い 表 示 が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 反 射 偏 光 板 を 透 過 し 直 線 偏 光 成 分 の 光 は 、 偏 光 板
を 透 過 し 透 明 基 板 を 経 て 遮 光 膜 に 至 る が 、 こ の 遮 光 膜 の 裏 側 に は 反 射 膜 が 設 け て あ る た め
に 、 光 は 反 射 膜 に よ り 反 射 さ れ 、 こ れ ら の 反 射 光 は 、 透 明 基 板 、 偏 光 板 及 び 反 射 偏 光 板 を
、 こ の 順 序 に 透 過 し て 、 再 び 導 光 板 内 に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 反 射 光 は 、 導 光 板 の 光 出 射
面 と 背 面 で 内 部 反 射 を 繰 り 返 す こ と で 、 そ の 偏 光 性 は 導 光 板 内 で 徐 々 に 変 化 し 、 導 光 板 の
光 出 射 面 か ら 再 出 射 さ れ る 時 点 で は 特 定 の 偏 光 が 解 消 さ れ た 光 と な っ て い る 。 こ の 出 射 光
は 、 再 度 反 射 偏 光 板 に 入 射 し 、 そ の 透 過 偏 光 成 分 が 液 晶 パ ネ ル へ 供 給 さ れ 、 表 示 光 に 有 効
利 用 さ れ る 。 ま た 、 非 透 過 偏 光 成 分 は 反 射 偏 光 板 で 反 射 さ れ 、 再 び 戻 り 光 と な っ て 導 光 板
へ 向 か う こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 過 程 の 繰 り 返 し に よ り 、 反 射 偏 光 板 を 透 過 す る 光 の 量 は 再 利 用 で 増 加 し 、 ま
た 、 今 ま で 、 遮 光 膜 で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら の
出 射 光 の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-126462 A 2006.5.18



に 反 射 さ せ る 光 反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 を 一 方 の 透 明 基 板 と 遮 光 膜 と の 間 に
配 置 し て 、 互 い に 重 ね 合 わ す こ と で 反 射 膜 に よ り 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側
に 反 射 さ せ る 光 反 射 手 段 が 反 射 膜 で あ り 、 こ の 反 射 膜 を 、 一 方 の 透 明 基 板 を 挟 ん だ 遮 光 膜
に 対 応 す る 位 置 に 配 置 し て 、 互 い に 重 ね 合 わ す こ と で 反 射 膜 に よ り 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す
る 光 を 反 射 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 遮 光 膜 と 反 射 膜 と が ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ る
た め に 、 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 確 実 に 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と が で き て 、 今
ま で 、 遮 光 膜 の 遮 光 膜 で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光
の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 画 素 間 遮 光 膜 と 周 辺 遮 光 膜 と の 少 な く と も
一 つ に 反 射 膜 を 重 ね 合 わ せ て 遮 光 膜 の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と
で 、 今 ま で 、 遮 光 膜 の 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ で 吸 収 さ れ て い た 光
が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表
示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 画 素 間 遮 光 膜 に 対 し て は 画 素 間 反 射 膜 を 、
周 辺 遮 光 膜 に 対 し て は 周 辺 反 射 膜 の 少 な く と も 一 つ に 対 応 さ せ て 、 画 素 間 反 射 膜 及 び 周 辺
遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 側 に 反 射 さ せ る こ と で 、 今 ま で
、 遮 光 膜 の 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 の 少 な く と も 一 つ で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利
用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表
示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を
示 す 全 体 の 構 成 説 明 図 、 図 ２ は 、 同 液 晶 表 示 装 置 に お け る 遮 光 膜 と 反 射 膜 と の 重 な り を 示
す 構 成 説 明 図 、 図 ３ は 、 図 ２ の Ｈ － Ｈ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ と 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ と 、 バ
ッ ク ラ イ ト １ ２ １ と に よ っ て 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ は 、 互 い に 対 向 配 置 さ れ る 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ 及 び 他 方 の 透 明 基 板
１ ０ ３ で 液 晶 層 １ ０ ４ を 挟 持 し て な る 液 晶 セ ル １ ０ ５ と 、 そ の 表 示 側 Ａ に 配 置 し た 表 示 側
偏 光 板 １ ０ ６ と 、 そ の 反 対 側 に 配 置 し た 偏 光 板 １ ０ ７ と を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 液 晶 層
１ ０ ４ は 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ に 対 す る 他 方 の 透 明 基 板 １ ０ ３ の 固 定 を 兼 ね る シ ー ル 材
１ ０ ８ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 液 晶 セ ル １ ０ ５ と し て 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ 及 び 他 方
の 透 明 基 板 １ ０ ３ の 間 に 、 ね じ れ 角 が １ ８ ０ 度 ～ ２ ７ ０ 度 と な る よ う に ね じ れ ネ マ チ ッ ク
配 向 さ せ た 液 晶 層 １ ０ ４ を 挟 持 す る Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク ） 型 が 用 い
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 種 の 液 晶 セ ル を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 の 複 屈 折 作 用 に よ っ て 表 示 が
不 自 然 に 着 色 す る と い う 問 題 を も っ て い る た め に 、 そ の 液 晶 ポ リ マ － 分 子 の ね じ れ 方 向 が
液 晶 セ ル １ ０ ５ の 液 晶 分 子 の ね じ れ 方 向 と 逆 向 き で あ り 、 さ ら に 液 晶 ポ リ マ ー 分 子 の ね じ
れ が 、 液 晶 セ ル １ ０ ５ の 液 晶 分 子 の ね じ れ 角 よ り 若 干 小 さ い ね じ れ 位 相 差 板 １ ３ ０ が 、 光
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学 補 償 素 子 と し て 透 明 基 板 １ ０ ３ と 偏 光 板 １ ０ ６ と の 間 に 挿 入 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 １ ０ ８ に よ っ て 囲 ま れ た 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ の 液 晶 層 １
０ ４ 側 の 面 に は 遮 光 膜 １ １ １ が 配 設 し て い る 。 こ の 遮 光 膜 １ １ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す
よ う に 、 格 子 状 の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ と 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ の 周 辺 部 の 周 辺
遮 光 膜 １ １ １ Ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ は 、 各 画 素 領 域 を 、 隣 接 す る 他 の 画 素 領 域 と 画 す る よ う に 形 成 し
て あ り 、 そ の 平 面 的 な パ タ ー ン は 各 画 素 領 域 の 周 辺 を 除 く 中 央 部 に 開 口 １ １ ３ が 設 け ら れ
た 格 子 状 に な っ て い る 。 ま た 、 さ ら に 、 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ は 複 数 画 素 が 配 設 さ れ た 領 域
の 周 辺 部 に 形 成 し て あ っ て 、 少 な く と も シ ー ル 材 １ ０ ８ の 内 側 に 位 置 づ け ら れ 、 こ の シ ー
ル 材 １ ０ ８ の 形 成 領 域 あ る い は そ れ を 越 え て 形 成 さ れ て も 良 い 。 各 画 素 領 域 に は 赤 色 （ Ｒ
） 、 緑 色 （ Ｇ ） 、 青 色 （ Ｂ ） の カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ は 、 黒 色 の 顔 料 が 含 有 さ れ た 樹 脂 材 か ら
構 成 し て あ り 、 例 え ば 、 遮 光 剤 と し て カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク を ア ク リ ル 樹 脂 に 含 有 さ せ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ と 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ と の 間
に は 、 光 反 射 手 段 と し て の 反 射 膜 １ １ ４ が 設 け て あ る 。 す な わ ち 、 反 射 膜 １ １ ４ は 、 図 ３
に 示 す よ う に 、 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ と 、 こ の 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ の 周 辺 部 の 周 辺 反 射
膜 １ １ ４ Ｂ と を 有 し て お り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 及 び 銀 合 金 の 薄 膜 で 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ は 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ と 同 様 に 、 各 画 素 領 域 を 、 隣
接 す る 他 の 画 素 領 域 と 画 す る よ う に 形 成 し て あ り 、 そ の 平 面 的 な パ タ ー ン は 各 画 素 領 域 の
周 辺 を 除 く 中 央 部 に 反 射 膜 １ １ ４ の 開 口 部 １ １ ５ （ こ の 開 口 部 １ １ ５ に は 、 図 ３ に 示 す よ
う に カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ が 配 設 さ れ て い る ） が 設 け ら れ た 格 子 状 と な っ て い て 画 素 間 遮 光
膜 １ １ １ Ａ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ り 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ に 重 ね 合 わ さ れ て い る 。 ま た
、 周 辺 反 射 膜 部 １ １ ４ Ｂ は 、 少 な く と も シ ー ル 材 １ ０ ８ の 内 側 に 配 設 さ れ て い て 、 シ ー ル
下 あ る い は シ ー ル の 外 に ま で 配 設 し て も 良 く 、 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ に 重 ね 合 わ さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ の 液 晶 層 １ ０ ４ 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 表 面 か
ら 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ 及 び 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ） １ １ １ 条 に 重 ね て 平 坦 化 層 １
１ ０ が 配 設 し て あ り 、 こ の 平 坦 化 層 １ １ ０ 上 に 電 極 １ １ ６ と 配 向 膜 １ １ ２ が 配 設 し て あ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 液 晶 層 １ ０ ４ を 介 し て 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ と 対 向 配 置 さ れ る 他 方 の 透 明 基 板 １
０ ３ の 液 晶 層 １ ０ ４ 側 の 面 に は 、 電 極 層 １ １ ７ 及 び 配 向 膜 １ １ ８ が 順 次 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ は 、 例 え ば 、 複 屈 折 性 の 誘 電 体 多 層 膜 、 他 に も コ レ ス テ リ ッ ク 液 晶 相
を 呈 す る 液 晶 ポ リ マ ー を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ は 、 所 定 の 直 線 偏 光
成 分 を 反 射 し 、 そ れ と は 異 な る 直 線 偏 光 成 分 を 透 過 す る 機 能 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 反
射 偏 光 板 １ ２ ０ は 、 互 い に 直 交 す る 方 向 に 透 過 軸 と 反 射 軸 と を 備 え て お り 、 入 射 光 の う ち
の 振 動 面 が 反 射 軸 に 沿 っ た 偏 光 成 分 を 反 射 さ せ る と 共 に 、 振 動 面 が 透 過 軸 に 沿 っ た 偏 光 成
分 を 透 過 さ せ る 。 本 実 施 例 で は 、 住 友 ス リ － エ ム 社 製 の 商 品 名 Ｄ － Ｂ Ｅ Ｆ を 使 用 し た 。 そ
し て 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ は 、 そ の 透 過 軸 を 偏 光 板 １ ０ ７ の 透 過 軸 に 沿 わ せ て 配 置 し て あ る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ２ １ は 、 光 源 １ ２ ２ と 導 光 板 １ ２ ３ を 備 え て お り 、 こ の 導 光 板 １
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２ ３ は 、 背 面 に 反 射 層 １ ２ ４ を 有 し て い る 。 光 源 １ ２ ２ は 、 導 光 板 １ ２ ３ の 長 手 方 向 の 一
方 の 端 面 １ ２ ３ ｃ と 近 接 す る よ う に 配 置 し て あ る 。 光 源 １ ２ ２ と し て 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ あ
る い は Ｒ Ｇ Ｂ （ 赤 、 緑 、 青 色 ） な る ３ 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を ３ 色 あ る い は ２ 色 あ る い は １ 色 用 い て
も 良 く 、 冷 陰 極 管 等 を 用 い て も よ い 。 導 光 板 １ ２ ３ の 一 端 面 １ ２ ３ ｃ に 比 較 的 均 一 な 輝 度
分 布 で 光 を 出 射 で き る 線 光 源 で あ れ ば 何 れ で も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ に 電 圧 を 印 加 し て 、 液 晶 セ ル １ ０ ５ を 透 光 板 と し て 機 能 さ せ て 表 示 側
Ａ を 明 表 示 に し た 場 合 で は 、 図 ４ に お い て 、 光 源 １ ２ ２ か ら 出 射 さ れ た 光 は 導 光 板 １ ２ ３
の 一 端 部 １ ２ ３ ｃ か ら 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ る 。 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ た 光 は 、
光 出 射 面 １ ２ ３ ａ と 反 射 層 １ ２ ４ で 導 光 板 １ ２ ３ 内 を 内 部 反 射 を 繰 り 返 し つ つ 導 光 板 １ ２
３ の 光 源 側 と 対 向 す る 末 端 側 へ 伝 播 し て い く 。 こ の 内 部 伝 播 の 過 程 で 光 出 射 面 １ ２ ３ ａ か
ら 徐 々 に 光 束 ａ １ が 出 射 さ れ て 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 非 透 過 偏 光 成 分 は 殆 ど 吸 収 さ れ る こ と な く 、 導 光 板 １ ２ ３ 側 へ 反 射 さ れ て 戻 り
光 と な る 。 戻 り 光 束 ａ ３ の 多 く は 導 光 板 １ ２ ３ に 再 入 射 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 偏 光 板 １ ０ ７ の 透 過 軸 は 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ の 透 過 軸 に 一 致 し て い る の で 、 反 射 偏 光 板 １
２ ０ を 透 過 し た 光 の 透 過 偏 光 成 分 の 光 束 ａ ２ は 偏 光 板 １ ０ ７ を 透 過 し て 、 さ ら に 液 晶 セ ル
１ ０ ５ 内 に 形 成 し た カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ 及 び 液 晶 層 １ ０ ４ を 透 過 す る 。 先 に 説 明 し た よ う
に 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ は 明 表 示 に 設 定 し て あ る こ と か ら 、 光 束 ａ ２ は そ の ま ま 液 晶 セ ル １
０ ５ を 透 過 し 、 ね じ れ 位 相 差 板 １ ３ ０ を 経 て 偏 光 板 １ ０ ６ の 透 過 偏 光 軸 を 透 過 し て 表 示 側
Ａ に 出 射 す る 。 こ の と き に 、 表 示 側 Ａ で は 透 過 偏 光 成 分 の 光 （ 光 束 ａ ２ ） を 表 示 す る こ と
に な り 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ の 電 圧 制 御 に よ り 透 過 偏 光 成 分 の 光 （ 光 束 ａ ２ ） を 光 源 に し て
画 像 表 示 が 可 能 に な る 。
　 ね じ れ 位 相 差 板 １ ３ ０ は 、 液 晶 １ ０ ４ を 透 過 す る 光 が 複 屈 折 で 不 要 な 色 が 付 く の で 、 こ
の 不 要 な 色 を 補 償 す る 、 解 消 す る た め に 用 い て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ で 反 射 さ れ た 戻 り 光 束 ａ ３ は 、 再 び 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ
た 後 、 光 出 射 面 １ ２ ３ ａ お よ び 反 射 層 １ ２ ４ で 反 射 し 、 再 度 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ に 戻 り 、
こ の 反 射 を 繰 り 返 す こ と で 、 ほ と ん ど の 反 射 光 が 反 射 偏 光 板 を 透 過 す る 、 い わ ゆ る リ サ イ
ク ル 効 果 に よ り 、 明 る い 透 過 表 示 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 し た 光 束 ａ ４ は 、 偏 光 板 １ ０ ７ を 透 過 し 透 明 基 板 １ ０ ２
を 経 て 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ に 向 う が 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜
１ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ の 裏 側 に は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４
Ｂ が 設 け て あ る た め に 、 光 束 ａ ４ は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４ Ｂ に よ り
反 射 さ れ 、 こ の 反 射 光 束 ａ ５ は 、 透 明 基 板 １ ０ ２ 、 偏 光 板 １ ０ ７ 及 び 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を
、 こ の 順 序 に 透 過 し て 、 上 記 し た 戻 り 光 束 ａ ３ と 同 様 に 、 再 び 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 反 射 光 束 ａ ５ は 、 導 光 板 １ ２ ３ の 出 射 面 １ ２ ３ ａ 、 お よ び 反 射 層 １ ２ ４ で 反 射
を 繰 り 返 し 、 こ の 出 射 光 （ 光 束 ａ ６ ） は 、 再 度 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ に 入 射 し 、 そ の 透 過 偏 光
成 分 （ 光 束 ａ ７ ） が 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ へ 供 給 さ れ 、 表 示 光 に 有 効 利 用 さ れ る 。 ま た 、 非 透
過 偏 光 成 分 （ 光 束 ａ ８ ） は 再 度 反 射 さ れ 、 再 び 戻 り 光 と な っ て 導 光 板 １ ２ ３ へ 向 か う こ と
に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 過 程 の 繰 り 返 し に よ り 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 す る 偏 光 成 分 の 光 の 量 は 従
来 に 比 べ 多 く な る 。 ま た 、 今 ま で 、 遮 光 部 １ １ １ の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜
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１ １ １ Ｂ で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 損 失 と な る 光 を 有 効 に 利 用 で き
る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 導 光 板 １ ２ ３ と 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ と の 間 に 何 も 設 け な か っ た が 、
　 プ リ ズ ム シ ー ト や 拡 散 シ ー ト を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 特 に 、 プ ル ズ ム シ ー ト を ２ 枚
導 光 板 １ ２ ３ と 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ と の 間 に 設 け る こ と で 、 透 過 輝 度 は さ ら に 高 く な り 、 好
ま し い 。
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 例 の 説 明 を 、 第 １ の 実 施 例 と 同 じ 図 を 用 い て 説 明 を 行 う 。
　 第 ２ の 実 施 例 は 、 実 施 例 １ で 用 い た バ ッ ク ラ イ ト の 代 わ り に 、
外 光 を 用 い て 反 射 表 示 も 可 能 で あ る 微 反 射 用 バ ッ ク ラ イ ト を 用 い た 事 が
特 徴 で あ る 。 こ の た め 、 構 成 図 は 第 １ の 実 施 例 の 説 明 図 を 用 い る こ と が で き る の で 、 第 １
の 実 施 例 の 説 明 図 を 参 照 し な が ら 説 明 を 行 う 。
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 は 構 成 説 明 図 、 図 １ 乃 至 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶
表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 例 は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ と 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ と 、 バ ッ ク ラ イ ト １
２ １ と に よ っ て 構 成 し て あ る 。
　 液 晶 パ ネ ル １ ０ １ は 、 互 い に 対 向 配 置 さ れ る 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ 及 び 他 方 の 透 明 基 板
１ ０ ３ で 液 晶 層 １ ０ ４ を 挟 持 し て な る 液 晶 セ ル １ ０ ５ と 、 そ の 表 示 側 Ａ に 配 置 し た 表 示 側
偏 光 板 １ ０ ６ と 、 そ の 反 対 側 に 配 置 し た 偏 光 板 １ ０ ７ と を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 液 晶 層
１ ０ ４ は 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ に 対 す る 他 方 の 透 明 基 板 １ ０ ３ の 固 定 を 兼 ね る シ ー ル 材
１ ０ ８ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 液 晶 セ ル １ ０ ５ と し て 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ 及 び 他 方
の 透 明 基 板 １ ０ ３ の 間 に 、 ね じ れ 角 が １ ８ ０ 度 ～ ２ ７ ０ 度 と な る よ う に ね じ れ ネ マ チ ッ ク
配 向 さ せ た 液 晶 層 １ ０ ４ を 挟 持 す る Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク ） 型 が 用 い
ら れ て い る 。
　 そ し て 、 こ の 種 の 液 晶 セ ル を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 の 複 屈 折 作 用 に よ っ て 表 示 が
不 自 然 に 着 色 す る と い う 問 題 を も っ て い る た め に 、 そ の 遅 相 軸 の ね じ れ 方 向 が 液 晶 セ ル １
０ １ の 液 晶 分 子 の ね じ れ 方 向 と 逆 向 き で あ り 、 さ ら に 遅 相 軸 の ね じ れ 角 が 、 液 晶 セ ル １ ０
１ の 液 晶 分 子 の ね じ れ 角 よ り 若 干 小 さ い ね じ れ 位 相 差 板 １ ３ ０ が 、 光 学 補 償 素 子 と し て 透
明 基 板 １ ０ ２ と 偏 光 板 １ ０ ６ と の 間 に 挿 入 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 １ ０ ８ に よ っ て 囲 ま れ た 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ の 液 晶 層 １
０ ４ 側 の 面 に は 遮 光 膜 １ １ １ が 配 設 し て い る 。 こ の 遮 光 膜 １ １ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す
よ う に 、 格 子 状 の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ と 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ の 周 辺 部 の 周
辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ は 、 各 画 素 領 域 を 、 隣 接 す る 他 の 画 素 領 域 と 画 す る よ う に 形 成 し
て あ り 、 そ の 平 面 的 な パ タ ー ン は 各 画 素 領 域 の 周 辺 を 除 く 中 央 部 に 開 口 １ １ ３ が 設 け ら れ
た 格 子 状 に な っ て い る 。 ま た 、 さ ら に 、 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ は 複 数 画 素 が 配 設 さ れ た 領 域
の 周 辺 部 に 形 成 し て あ っ て 、 シ ー ル 材 １ ０ ８ の 内 側 に 位 置 づ け ら れ 、 こ の シ ー ル 材 １ ０ ８
の 形 成 領 域 あ る い は そ れ を 越 え て 形 成 さ れ て も 良 い 。 各 画 素 領 域 に は 赤 色 （ Ｒ ） 、 緑 色 （
Ｇ ） 、 青 色 （ Ｂ ） の カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ は 、 黒 色 の 顔 料 が 含 有 さ れ た 樹 脂 材 か ら
構 成 し て あ り 、 例 え ば 、 遮 光 剤 と し て カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク を ア ク リ ル 樹 脂 に 含 有 さ せ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ と 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ と の 間
に は 、 光 反 射 手 段 と し て の 反 射 膜 １ １ ４ が 設 け て あ る 。 す な わ ち 、 反 射 膜 １ １ ４ は 、 図 ３
に 示 す よ う に 、 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ と 、 こ の 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ の 周 辺 部 の 周 辺 反 射
膜 １ １ ４ Ｂ と を 有 し て お り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 及 び 銀 合 金 の フ イ ル ム で 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 そ し て 、 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ は 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ と 同 様 に 、 各 画 素 領 域 を 、 隣
接 す る 他 の 画 素 領 域 と 画 す る よ う に 形 成 し て あ り 、 そ の 平 面 的 な パ タ ー ン は 各 画 素 領 域 の
周 辺 を 除 く 中 央 部 に 反 射 膜 １ １ ４ の 開 口 部 １ １ ５ （ こ の 開 口 部 １ １ ５ に は 、 図 ３ に 示 す よ
う に カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ が 配 設 さ れ て い る ） が 設 け ら れ た 格 子 状 と な っ て い て 画 素 間 遮 光
膜 １ １ １ Ａ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ り 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ に 重 ね 合 わ さ れ て い る 。 ま た
、 周 辺 反 射 膜 部 １ １ ４ Ｂ は 、 シ ー ル 材 １ ０ ８ の 内 側 に 位 置 づ け ら れ て い て 、 周 辺 遮 光 膜 １
１ １ Ｂ に 重 ね 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ し て 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ の 液 晶 層 １ ０ ４ 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 表 面 か
ら 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ 及 び 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ） １ １ １ 上 に 重 ね て 平 坦 化 層 １
１ ０ が 配 設 し て あ り 、 こ の 平 坦 化 層 １ １ ０ 上 に 電 極 １ １ ６ と 配 向 膜 １ １ ２ が 配 設 し て あ る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 液 晶 層 １ ０ ４ を 介 し て 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ と 対 向 配 置 さ れ る 他 方 の 透 明 基 板 １
０ ３ の 液 晶 層 １ ０ ４ 側 の 面 に は 、 電 極 層 １ １ ７ 及 び 配 向 膜 １ １ ８ が 順 次 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ は 、 第 １ の 実 施 例 と 同 一 材 料 を 用 い 、 そ の 透 過 軸 を 偏 光 板 １ ０ ７ の 透
過 軸 に 沿 わ せ て 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ２ １ は 、 光 源 １ ２ ２ と 導 光 板 １ ２ ３ を 備 え て お り 、 こ の 導 光 板 １
２ ３ は 、 第 １ の 実 施 例 と は 異 な り 、 微 粒 子 が 混 合 し て あ っ て 光 散 乱 性 を 備 え て お り 、 そ の
背 面 に 反 射 層 １ ２ ４ を 有 し て い る 。
し か し 、 小 さ な 突 起 等 を 形 成 し て お ら ず 、 そ の 為 に 、 射 出 成 形 時 に 不 均 一 な 力 が か か ら な
い の で 、 位 相 差 は ほ と ん ど な く 、 か つ 、 位 相 差 の ム ラ も 少 な く 、 偏 光 解 消 性 は 少 な く 、 光
の 偏 光 状 態 を ほ ぼ 維 持 す る の で 、 入 射 光 を 偏 光 状 態 を 保 っ た ま ま で 反 射 す る 機 能 を 有 し て
い る 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る 微 反 射 導 光 板 を 用 い る こ と で 、 反 射 表 示 も 可 能 な 点 が 、 第
１ の 実 施 例 と 主 な 相 違 点 を 有 す る 第 ２ の 実 施 例 で あ る 。
　 こ の よ う な 第 ２ の 実 施 例 で は 、 光 源 １ ２ ２ は 、 導 光 板 １ ２ ３ の 長 手 方 向 の 一 方 の 端 面 １
２ ３ ｃ と 近 接 す る よ う に 配 置 し て あ る 。 光 源 １ ２ ２ と し て 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ 、 冷 陰 極 管 等
を 用 い て も よ い 。 導 光 板 １ ２ ３ の 一 端 面 １ ２ ３ ｃ に 比 較 的 均 一 な 輝 度 分 布 で 光 を 出 射 で き
る 線 光 源 で あ れ ば 何 れ で も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 、 図 ４ を 参 照 し て
説 明 す る が 、 第 １ の 実 施 例 と 異 な る 点 を 主 に 説 明 し 、 第 １ の 実 施 例 の 説 明 で 理 解 さ れ た 動
作 の 記 載 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ の 実 施 例 の 動 作 の 説 明 に お い て 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ で 反 射 さ れ た 戻 り 光 束 ａ ３ は 、
第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 、 導 光 板 １ ２ ３ の 光 出 射 面 １ ２ ３ ａ や 、 反 射 層 １ ２ ４ で 反 射 す る 。
　 こ の 反 射 の 際 に 、 僅 か に 偏 光 状 態 が 変 化 し て 、 一 部 の 光 は 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 す る
が 、 多 く の 光 は 、 再 度 、 反 射 偏 光 板 で 反 射 し て 、 バ ッ ク ラ イ ト に 戻 る 。 こ の 反 射 を 何 回 も
繰 り 返 す 、 い わ ゆ る リ サ イ ク ル 効 果 に よ り 、 ほ と ん ど の 非 透 過 偏 光 成 分 の 光 が 透 過 偏 光 成
分 の 光 と 同 一 方 向 と な り 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 す る 。
　 ま た 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 し た 光 束 ａ ４ は 、 偏 光 板 １ ０ ７ を 透 過 し 透 明 基 板 １ ０ ２
を 経 て 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ に 向 う が 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜
１ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ の 裏 側 に は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４
Ｂ が 設 け て あ る た め に 、 光 束 ａ ４ は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４ Ｂ に よ り
反 射 さ れ 、 こ の 反 射 光 束 ａ ５ は 、 透 明 基 板 １ ０ ２ 、 偏 光 板 １ ０ ７ 及 び 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を
、 こ の 順 序 に 透 過 し て 、 上 記 し た 戻 り 光 束 ａ ３ と 同 様 に 、 再 び 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ
る 。
　 そ し て 、 反 射 光 束 ａ ５ は 、 出 射 面 １ ２ ３ ａ や 反 射 層 １ ２ ４ で 反 射 す る 。 こ の 反 射 の 際 に
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、 僅 か に 偏 光 状 態 が 変 化 し て 、 一 部 の 出 射 光 （ 光 束 ａ ６ ） は 、 は 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過
す る が 、 非 透 過 偏 光 成 分 （ 光 束 ａ ８ ） は 、 再 度 、 反 射 偏 光 板 で 反 射 し て 、 バ ッ ク ラ イ ト に
戻 る 。 こ の 反 射 を 何 回 も 繰 り 返 す 、 い わ ゆ る リ サ イ ク ル 効 果 に よ り 、 ほ と ん ど の 非 透 過 偏
光 成 分 の 光 が 透 過 偏 光 成 分 の 光 と 同 一 方 向 と な り 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 す る 。
　 こ の よ う な 過 程 の 繰 り 返 し に よ り 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 す る 偏 光 成 分 の 光 の 量 は 従
来 に 比 べ 多 く な る 。 ま た 、 今 ま で 、 遮 光 部 １ １ １ の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜
１ １ １ Ｂ で 吸 収 さ れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 無 駄 に な る 光 が 大 幅 に 減 り 、 液
晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る 。
　 さ ら に 、 第 ２ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 実 施 例 で 用 い た バ ッ ク ラ イ ト の 代 わ り に 、 外 光 を 用
い て 反 射 表 示 も 可 能 で あ る 微 反 射 用 バ ッ ク ラ イ ト を 用 い た 事 を 特 徴 と し て お り 、 バ ッ ク ラ
イ ト を 消 灯 し て い て も 、 看 視 者 側 か ら 入 射 さ れ る 外 光 を 、 上 記 の 微 反 射 に よ り 反 射 表 示 の
た め の 光 と し て 有 効 に 利 用 で き る 。
　 こ れ に よ り 、 遮 光 膜 を 用 い た 事 で 、 明 る い 透 過 表 示 （ 主 に 、 バ ッ ク ラ イ ト を 用 い る こ と
が 多 い が 、 バ ッ ク ラ イ ト 以 外 の 液 晶 装 置 下 方 か ら の 透 過 用 入 射 光 で あ っ て も 良 い ） と 併 せ
、 外 光 を 用 い た 反 射 表 示 も 可 能 な 、 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る 効 果 を 有 す る 。
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 導 光 板 に 微 粒 子 を 混 合 し た 、 微 反 射 用 導 光 板 を 用 い た が 、 導 光 板
表 面 を プ リ ズ ム 形 状 に 加 工 し 、 光 源 か ら の 光 は 、 反 射 板 側 に 反 射 し 、 外 光 か ら の 光 は そ の
ま ま 透 過 す る 導 光 板 を 用 い て も 、 本 発 明 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 透 過 し た 光 の 透 過
偏 光 成 分 の 光 束 ａ ４ は 、 偏 光 板 １ ０ ７ を 透 過 し 透 明 基 板 １ ０ ２ を 経 て 、 画 素 間 遮 光 膜 １ １
１ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ に 向 う が 、 こ れ ら の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １
１ １ Ｂ の 裏 側 に は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４ Ｂ が 設 け て あ る た め に 、 光
束 ａ ４ は 画 素 間 反 射 膜 １ １ ４ Ａ 及 び 周 辺 反 射 膜 １ １ ４ Ｂ に よ り 反 射 さ れ 、 こ れ ら の 反 射 光
束 ａ ５ は 、 透 明 基 板 １ ０ ２ 、 偏 光 板 １ ０ ７ 及 び 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ を 、 こ の 順 序 に 透 過 し て
、 再 び 導 光 板 １ ２ ３ 内 に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 反 射 光 は 、 導 光 板 １ ２ ３ の 光 出 射 面 １ ２ ３ ａ や 背 面 の 反 射 層 １ ２ ４ で 反 射 し 、 再 度 、 反
射 偏 光 板 に 入 射 し 、 一 部 の 反 射 光 は 、 偏 光 状 態 が 変 化 し 、 再 利 用 さ れ る リ サ イ ク ル 効 果 に
よ り 、 今 ま で 、 遮 光 膜 １ １ １ の 画 素 間 遮 光 膜 １ １ １ Ａ 及 び 周 辺 遮 光 膜 １ １ １ Ｂ で 吸 収 さ れ
て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ２ １ の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅
に 減 り 、 あ る い は 損 失 と な る 光 を 有 効 に 利 用 で き る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 遮 光 膜 １ １ １ の 領 域 に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 １ ２ ０
側 に 反 射 さ せ る 光 反 射 手 段 に 、 反 射 膜 １ １ ４ を 用 い て 、 こ の 反 射 膜 １ １ ４ を 一 方 の 透 明 基
板 １ ０ ２ と 遮 光 膜 １ １ １ と の 間 に 配 置 し て 、 互 い に 重 ね 合 わ す こ と で 遮 光 膜 １ １ １ の 領 域
に 入 射 す る 光 を 反 射 偏 光 板 １ ２ ０ 側 に 反 射 さ せ る よ う に し た が 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装
置 に よ れ ば 、 反 射 膜 １ １ ４ を 、 一 方 の 透 明 基 板 １ ０ ２ を 挟 ん で 遮 光 膜 １ １ １ に 対 応 す る 位
置 に 配 置 し て 、 互 い に 重 ね 合 わ す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 ね じ れ 角 が １ ８ ０ 度 ～ ２ ７ ０ 度 と な る よ う に ね じ れ ネ マ チ
ッ ク 配 向 さ せ た 液 晶 層 １ ０ ４ を 挟 持 す る Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク ） 型 を
用 い た が 、 ツ イ ス ト 角 が ９ ０ 度 前 後 の Ｔ Ｎ 液 晶 素 子 で も 、 同 様 な 液 晶 表 示 装 置 が 得 ら れ る
。 こ の 場 合 に は 、 光 学 補 償 素 子 と し て ね じ れ 位 相 差 板 １ ３ ０ を 用 い な く て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 今 ま で 、 遮 光 膜 の 画 素 間 遮 光 膜 及 び 周 辺 遮 光 膜 で 吸 収 さ
れ て い た 光 が 有 効 に 利 用 さ れ る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 の 内 、 損 失 と な る 光 が 大 幅 に 減
り 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し て お り 、 ノ ー ト
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型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 携 帯 型 ゲ ー ム 機 、 電 子 手 帳 、 携 帯 電 話 な ど の 種 々 の 電 子 機 器
の 表 示 部 と し て 用 い ら れ る 液 晶 表 示 装 置 等 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 例 を 示 す 全 体 の 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お け る 遮 光 膜 と 反 射 膜 と の 重 な り を 示 す 構 成 説 明 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｈ － Ｈ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お け る 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 作 用 説 明 図 で あ る
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
１ ０ １ 　 　 液 晶 パ ネ ル
１ ０ ２ 　 　 一 方 の 透 明 基 板
１ ０ ３ 　 　 他 方 の 透 明 基 板
１ ０ ４ 　 　 液 晶 層
１ ０ ５ 　 　 液 晶 セ ル
１ ０ ６ 　 　 表 示 側 偏 光 板
１ ０ ７ 　 　 偏 光 板
１ ０ ８ 　 　 シ ー ル 材
１ １ １ 　 　 遮 光 膜
１ １ １ Ａ 　 画 素 間 遮 光 膜
１ １ １ Ｂ 　 周 辺 遮 光 膜
１ １ ３ 　 　 開 口
１ １ ４ 　 　 反 射 膜 （ 光 反 射 手 段 ）
１ １ ４ Ａ 　 画 素 間 反 射 膜
１ １ ４ Ｂ 　 周 辺 反 射 膜
１ ２ ０ 　 　 反 射 偏 光 板
１ ２ １ 　 　 バ ッ ク ラ イ ト
１ ２ ２ 　 　 光 源
１ ２ ３ 　 　 導 光 板
１ ２ ４ 　 　 反 射 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(13) JP 2006-126462 A 2006.5.18


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

